
令和８年 第２回 こども未来プロジェクト～Season ４～ 

【開催日時】令和８年５月１２日（火）１５：３０～１６：３０  オンラインにて  

 

【生徒参加者】保土ケ谷中生徒６名  新井中生徒２名     

【スタッフ他参加者】 ファシリテーター 

教諭２名 

こども家庭支援課学校連携担当職員２名 

 

【本日の流れ】 

１ 自己紹介 

 

２ こども未来プロジェクト 運営方針 および 経緯の確認    

〇他の人のアイデアを否定しない・どんな発想のアイデアも受け入れる・質より量・結合と改善 

 そして とにかく 楽しむ 

〇このプロジェクトは、大人の区制 100 周年準備委員会より早く、令和 5 年から活動開始 

・令和6年：このプロジェクトを知ってもらう認知活動（広報紙掲載・駅アナウンス・ポスター制作等） 

・令和 7 年：プロジェクトに興味をもってもらう企画活動 

（区民まつりワークショップ開催・プロジェクト T シャツ作成・区長ミーティング等） 

・令和 8 年： どきどき わくわく度を上げていく年、そして 100 周年準備最終年度 

 

３ 区制 100 周年事業とこども未来プロジェクトの関係 

区の方針 「いつまでの住み続けたいまち ほどがやを 未来へ」 

   未来の主役は今の中学生。 

未来プロジェクトスタートから 3 年間で、区内 8 校の中学校が何らかの形で関わってきている

が、参加が難しい学校もでてきている。 

 

なぜ参加できないのだろう どうしたら参加しやすくなるだろう。 

（中学生の意見） 

○理由：中学校同士での交流が少ない。このプロジェクトを知らない人もいる。 

ネット配信という方法も考えられるが、参加していない人たちからすると見るメリット

はないのかもしれない。 

○理由：日程が合わない、何をするかはわからない、プロジェクトが何か分からない。 

どのようなことをしているか、やりがいとか 紙で配付とか WEB サイトで発信するとか

すると興味を持ってもらえるのかもしれない。 

 

 



４ 未来プロジェクトに区内全中学校が参加し、区制 100 周年を盛り上げる手立て 

 

※現在、未来プロジェクトの活動は新井中・保土ケ谷中・境木中が中心。 

 企画等はこの 3 校で行っていくことになること、他の学校が後から入ってくることはウ

ェルカムであることを確認した上で、次の話合いへ 

 

〇区民まつり（10月 31 日実施）に向けて 

 

次の会議にいきなり入ってくるのは、未参加校にとってハードルが高い。 

今からウェブサイトを開いたり、紙の案内を作ったりでは時間がかかる 

区役所から発信しても、思うように参加が広がらないので、みんな（会議に参加している

中学生）から投げかけて、集める・かく・おくるなどワンポイント参加をイメージ。 

 

一緒にやり始めるきっかけを作るには・・・ 

この会議に出てくることができない人たちと連携して、簡単に参加してもらえるような

アイデアをだしてほしい。 

 

（中学生の意見） 

〇モザイクアートを共同で作り、作成した中学校の名前を入れて作品として残す 

〇参加賞を出す、いっしょに屋台をやる  

作ったモザイクアートを各校に参加賞としてパズルとして配る 

（昨年区で作成した Tシャツは、先着 20 人くらいなら未来プロ参加者に渡せる） 

〇まず未来プロジェクトのアンケートに参加してもらうと、その後、大きいもの（区民まつ

り等）にも参加してもらえるのでは。コメントをもらってつながる感じ。 

 

※みんな（未来プロジェクト参加中学生）の声として、他の中学校にアンケート参加を伝え

る方向で進めることを確認した上で、次の話合いへ 

 

＜区内中学校（生徒会）へのアンケート内容について＞ 

○区制１００周年でしたいこと、あったらいいこと 

○学校のまわりの自慢（おいしいお店の紹介等 コメントや写真も） 

・学校のいいところ、おすすめポイント、部活 

・未来プロジェクトを知っているか、学校情報、どんな１００周年グッズが欲しいか 

 

 

 



＜区民まつり 未来プロジェクトの活動内容＞ 

○ほどぴー缶バッジ：お客さんがぬりえをしたものをプレスする（昨年度と同じ内容） 

・別のデザインに変えてみたい 

  案：字を入れる（I ♡ HODOGAYA みたいな） 
アンケートに出てきたおすすめの場所を入れる 

    １００周年と一緒の時に花博もあるので、そのロゴ等も入れる 

保土ケ谷区の形 

 ・子ども用に、「ほどぴー」も少し残す 

 

５ 今後の予定 

○ 夏休みの宿題として、区民まつりで取り組む缶バッジのサンプル品デザインや、 

缶バッジ以外の取組内容例を考えてもらう方向。 

○ 予算やアンケート内容は、区と相談しながら大人サイドで決めていき、次回に報告。 

 （オンラインミーティング 第 3 回は夏休み前  第 4 回は 9 月を予定） 

 

【参加生徒の感想】 

保土ケ谷中学校 

感想：新井中学校との交流が楽しかったです。 

もうすこし参加する中学校がふえるとうれしいです。 

とても会話がしやすい雰囲気でした。ありがとうございました。 

今日の会議のわくわく度 4（5 点満点） 

未来プロジェクトへの期待 4 

 

新井中学校 

感想：１時間という短い時間でしたが、多い議題について保土ケ谷中学校と話し合えてとても有意

義な話ができたと思います。 

保土ケ谷区民まつりでの出店する上での缶バッチの内容の宿題についてはちゃんと考えていきた

いと思います。 

最後に保土ケ谷中学校と質問しあえたのが今日の会議で一番楽しかったです。 

聞けなかったこと：100 周年プロジェクトの参加賞としてパズルという案がでたけれど、予算はどこ

からでるのか。そして作るのは誰なのかが知りたいです。 

今日の会議のわくわく度 3（5 点満点） 

未来プロジェクトへの期待 4 

 

 担当：保土ケ谷区こども家庭支援課学校連携・こども担当 

                                                            



 

 


